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「情報Iプログラミング」の解説動画
• 高校の先生方（三井先生／鎌田先生）が説明

0 [1]センサーライトを作ろう！（モデル化と外部機器を活用したシミュレーション）

o [2]100連ガチャをプログラムして作ろう！（アルゴリズムの基本とプログラミング）

0 [3]公平な方法で発表順番を決めよう！（データ構造外部プログラムの連携）

0 [4]天気予報表示マシーンを作ろう！（情報通信ネットワ ークを活用したプログラミング）

• 今日の内容

0 アルゴリズムの用途と性能の重要性

0 教科書で扱われているアルゴリズム

o 「小さなプログラムで大きな仕事」を体験しよう



ソフトウェア設計としてのアルゴリズム
• 研修動画では「プログラムを作る前に考える手順の設計」の意味で使用

• ソフトウェア開発の詳細設計に相当

ソフトウェア開発： 概要設計 →詳細設計→実装→動作確認

（機能・デザイン）（アルゴリズム）（プログラム） （テスト）

考え方（アルゴリズム）

分岐 「辺りが明るい場合はラ
イトがつかない、暗い場
合はライトがつく」とい
ったように2択の処理に
なるので、

「分岐構造」を使用する

アルゴリズムを図や表を用いて「可視化」する。

•フロ ー チャ ー ト（流れ図）

図形や線、 矢印などを用いて処理の内容や流れを視覚的
にあらわす。

順次蠣遣 ●分岐撮這

順量に姐糧が行われる． 条件により処曙が分かれる．

三
反復構造

条件が成り立つ関． 処理を1.IIり

返す．



アルゴリズムの用途と性能の重要性



問題解法としてのアルゴリズム
• 問題の解を求める定石や公式のような手順

• さまざまなアルゴリズムが毎日の生活で利用されている

0 パズルの解法（ルービックキューブ、将棋、…）

0 最短経路（鉄道の乗換検索、自動車のナビゲーション）

o Web検索、書籍検索

0 検索結果のランキング表示、おすすめ商品のレコメンデーション

0 データ暗号化、データ圧縮

0 画像認識、音声認識

• 「情報I」の教科書の例（太字は複数教科書が使用）

0 数値計算（平方根を求める、フィボナッチ数列、素数を求める）

0 データの探索、データの整列、最大値／最小値を求める





大量のデータを扱うアルゴリズム（整列）
• データが増えると計算量（計算時間）が爆発的に増える
• 探索は比例なのでまだマシ I 整列の計算量(50個程度）

2500 

• 整列はn2 (こなると実用的でない

o n2（緑線）バブル／選択／挿入など 2000 

o n log n（黄線）クリック／マージなど

• データによって計算量が変わることも l 1500 

0 ほぼソー ト済は速い：バブル／挿入

0 ほぼソー ト済は遅い：クイック 1000 

一 log n 一 n 一 n log n 一 n^2

整列の計算量(500個程度）

一 log n 一 n 一 n log n 一 n^2

250000 

200000 

150000 

100000 

• 実際の式は「an
2
+bn+c」のように

なるが、緑線の増加はn2が大きく

影響するため、 a,b,c,nは無視して

O(nりのように考える
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教科書で扱われているアルゴリズム



(1)最大値／最小値を求める
• 最大値を求めるアルゴリズム

0 変数maxを作り、リストa[O]の値を入れる
0 (1)リストaの要素について、maxと比較する
0 (2)要素がmaxより大きければ、その値をmaxに代入する
0 (1)(2)を、リストaの各要素について繰り返す

a=[3,2,S,4,1] 
max=a[0] 
for i in range(l,5): 

if a[i]>max: 
max=a[i] 

print(max) 

5

• 考え方はシンプルで、プログラムも簡潔

• 自分で考えさせる授業も可能

• 最大値maxの初期値に0を入れて「max=O」のプログラムで説明した後、

データに負の数が含まれる可能性を伝えて改良させることも有効

• 最大値を説明した後で、最小値を求めるように改良させることも有効
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